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都城盆地博覧会～ボンパク～

ボ
ン
パ
ク
と
は

　

ボ
ン
パ
ク（
都
城
盆
地
博
覧
会
）
は
、

別
府
市
で
好
評
を
博
し
た
地
域
活
性
化

イ
ベ
ン
ト
「
オ
ン
パ
ク
」を
参
考
に
、

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
の
呼
び
掛

け
で
平
成
20
年
に
ス
タ
ー
ト
。「
つ
く

る
」、「
あ
る
く
」
な
ど
の
分
類
の
中
か

ら
興
味
の
あ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、
食
や
文
化
、
地
域
の
人
と
の
交

流
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

市
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

や
店
舗
な
ど
が
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
「
誘
い
人
」
と
し
て
、
伝
え
た
い
こ

と
や
大
切
に
し
た
い
も
の
な
ど
、
思
い

を
込
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
。
ボ
ン

パ
ク
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
気

付
か
な
か
っ
た
地
域
の
良
さ
を
感
じ
た

り
、
見
慣
れ
た
は
ず
の
景
色
が
輝
い
て

見
え
た
り
す
る
な
ど
新
た
な
魅
力
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
の
ボ
ン
パ
ク
に
は
、
38
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
８
８
１
人
が
参
加
。
今
年
も

魅
力
あ
ふ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
満
載
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
ま
ち
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ボンパクは、ウオーキングや食べ歩きなどのさまざまなプログラムに参加して、
食、文化、歴史などを楽しみながら体感し、まちの魅力を再発見するイベン
トです。今回は、ボンパクに関わる人たちの思いや制作の舞台裏に触れると
ともに、夏休みに開催されるキッズボンパクの一部を紹介します。

◎問い合わせ　都城まちづくり株式会社（まちなか事務局）　☎46ｰ5253

地域の魅力再発見
!

開催期間
10月11日㈰～11月８日㈰

※ プログラムへの参加申
し込みは８月下旬頃を
予定しています。詳しく
はボンパク公式ホーム
ページで確認ください

https://www.my-machitan.
jp/bonpaku/

第７回ボンパク
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「
や
っ
ぱ
り
、
こ
の
ま
ち
が
好
き
」

　
　
　
　
　
そ
う
思
う
人
を
増
や
し
た
い

８
年
前
に
手
探
り
の
状
態
で
は
じ
め

た
ボ
ン
パ
ク
も
、
今
年
で
７
回
目
の
開

催
を
迎
え
ま
す
。
口
蹄
疫
の
影
響
で
開

催
を
見
送
っ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
ま
ち
の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
」
と
改

め
て
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
定
着
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
３
４
６
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
、６
、７
５
１
人
に
参
加
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

都
城
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
考
え
る
、

ま
ち
の
魅
力
を
表
現
で
き
る
舞
台
が
、

ボ
ン
パ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。
伝
え
た
い

思
い
な
ど
を
元
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

し
、
参
加
者
に
伝
え
、
ま
た
、
参
加
し

た
人
も
、
新
し
く
感
じ
た
こ
と
を
次
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
者
と
し
て
他
の
人
に

伝
え
る
。
こ
う
し
た
つ
な
が
り
が
ボ
ン

パ
ク
の
魅
力
で
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
だ
け
で
は
な
く
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
提
供
者
も
出
会
い
や
体
験
を

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
の
も
ボ

ン
パ
ク
の
特
徴
で
す
。
提
供
者
同
士
の

出
会
い
か
ら
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
次
の
年
に
新

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生

み
出
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
ボ
ン
パ
ク
は
、毎
年
、

新
鮮
味
溢
れ
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
運
営
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
通
じ
、
新
し

い
出
会
い
や
発
見
が
あ
り
、
そ
の
た
び

に
都
城
を
好
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
し
た
人

と
一
緒
に
見
る
景
色
な
ど
、
そ
の
瞬
間

で
し
か
味
わ
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
都
城

の
魅
力
を
発
見
し
て
、「
や
っ
ぱ
り
、

こ
の
ま
ち
が
好
き
」
と
思
う
人
が
増
え

る
こ
と
を
想
像
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
ね
。

さん

都城盆地博覧会実行委員長

中村 吉
よ し ひ ろ

寛

ボンパクのプログラムは、参加者に
安全で楽しい時間を過ごしてもらう
ため、さまざまな取り組みを経て作
られています。

ボンパクができるまで

全体説明会
毎年３月初旬
に、プログラ
ム提供希望者
への説明会を
開催。ここか
らボンパクが
始まります。

ボンパク寺子屋
プログラム提
供者同士が意
見を出し合い
内容を高める、
学び合いの場
を開催します。

運営委員会の会議
ボンパク全体
の運営を行う
運営委員会。
毎月の会議で、
プログラムの
管理を行いま
す。

野外体験安全講習・現場踏査
万が一の事故
に備え、緊急
時の対応や現
場の下見、危
険箇所の整備
なども入念に
行います。

ガイドブック作成
プログラムの
内容やおすす
めプラン、申
し込み方法な
どをまとめた
ガイドブック
を作成します。
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みつける

みがく

あるく

つくる

　ふるさとの宝を実感できる体験やまちの新しい
楽しみ方など、ここでしかできない体験を通して、
まちの新しい魅力を発見。

　専門家の優しい手ほどきで、自分の心を満たす
逸品を作ってみませんか。料理や作品に集中して
取り組む時間も、貴重な体験。

　すぐ近くにあるのに普段はなかなか足を運ばな
い場所を訪れ、その魅力を知るガイドがとってお
きの時間をナビゲートします。

　やったことはないけど、気になる。そんな気持
ちを満たしてくれるプログラムがいっぱいです。
新しい自分を発見してみませんか。

例えば…「こだわりの朝食フルコース」

例えば…「三ツ星シェフの料理教室」

例えば…「薩摩古道ウオーキング」

例えば…「利き茶にチャレンジ」

　都城産の食材を
ふんだんに使った、
この日限りの贅沢
な洋食フルコース
を朝食で。秘密の
場所で、ちょっと
おしゃれしていた
だきましょう。

　フランスの三ツ
星レストランでの
修行経験を持つシ
ェフによる料理教
室。気軽に質問し
ながら、プロの技
術を学ぶことがで
きます。

　江戸時代、参勤
交代で使われてい
た古道を散策。石
造りのアーチ橋や
原生林の巨木、美
しい沢など、随所
に歴史と自然を感
じることができる
ウオーキングです。

　地元のお茶屋さ
んが提供するプロ
グラムで、数種類
のお茶を味わいな
がら、味や香りを
比べます。初心者
でもその違いを感
じられる講座です。

　

第
１
回
目
か
ら
、
30
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
乗
馬
や

カ
ヌ
ー
な
ど
、
普
段
の
生
活
で
は
で
き

な
い
体
験
を
地
元
で
で
き
る
こ
と
が
ボ

ン
パ
ク
の
魅
力
。
皆
さ
ん
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
都
城
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
人
た
ち
の

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
何
か
手

伝
え
な
い
か
と
思
い
参
加
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ
ん

の
人
と
つ
な
が
れ
る
の
が
ボ
ン
パ
ク
。

新
し
い
自
分
を
発
見
で
き
る
機
会
に
も

な
り
ま
す
。
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第
１
回
目
か
ら

3
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
乗
馬
や

カ
ヌ
ー
な
ど
、
普
段
の
生
活
で
は
で
き

な
い
体
験
を
地
元
で
で
き
る
こ
と
が
ボ

ン
パ
ク
の
魅
力
。
皆
さ
ん
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
都
城
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
人
た
ち
の

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
何
か
手

伝
え
な
い
か
と
思
い
参
加
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
た

さ
ん

ボ
ン
パ
ク
運
営
委
員
会

ボ
ン
パ
ク
運
営
委
員
会

栢か
や
の
き木 

順
子
さ
ん

狩か
り

野の 

セ
ツ
子
さ
ん

私たち
がお手伝いします

今年も魅力あふれるプログラムが満載
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夏
休
み
子
ど
も
市
役
所
探
検

〜
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
せ
よ
〜

い
ざ
！ 

夏
の
陣

武
将
に
な
っ
て
城
跡
探
検

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
最
適
！

島
津
邸
歴
史
ぶ
ら
り
ウ
オ
ー
ク

　

さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア

し
な
が
ら
市
役
所
内
を
探
検
。
市
長
と

一
緒
に
昼
食
を
食
べ
て
、
午
後
か
ら
は

放
水
体
験
や
は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
な

ど
消
防
士
の
仕
事
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
探
検
中
に
は
、
ぼ
ん
ち
く
ん

も
登
場
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月
５
日
㈬　

10
時
〜

○
場
所　

市
役
所
、
南
消
防
署

○
対
象
・
定
員

小
学
４
〜
６
年
生　

８
人

※
保
護
者
見
学
も
可

○
費
用　

７
０
０
円
（
昼
食
代
、
保
険

料
）

○
持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

　

よ
ろ
い
や
か
ぶ
と
を
身
に
着
け
て
、

市
名
の
由
来
と
な
っ
た
「
都
城
」
を
探

検
。
弓
矢
体
験
や
的
当
て
体
験
を
し
な

が
ら
、
お
殿
様
が
待
つ
本
丸
を
目
指
し

ま
す
。
探
検
後
に
は
、
茶
室
で
お
い
し

い
お
茶
と
お
菓
子
を
食
べ
て
、
昔
の
お

金
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

○
日
時　

７
月
30
日
㈭　

9
時
〜
12
時

○
場
所　
都
城
歴
史
資
料
館
と
そ
の
周
辺

○
対
象
・
定
員　

小
学
４
〜
６
年
生　

10
人

○
費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
、

お
茶
と
お
菓
子
代
、
保
険
料
な
ど
）

○
持
参
す
る
も
の　

長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、

運
動
靴
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

虫
除
け
ス
プ
レ
ー

　

歴
史
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
都
城
島

津
邸
や
市
役
所
周
辺
の
史
跡
な
ど
を
、

古
地
図
や
古
絵
図
を
見
な
が
ら
親
子
で

散
策
。
学
芸
員
が
、
ま
ち
な
か
の
歴
史

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
散
策

の
後
は
、
都
城
島
津
邸
の
石
蔵
カ
フ
ェ

で
ラ
ン
チ
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も

お
す
す
め
で
す
。

○
日
時　

８
月
９
日
㈰　

９
時
30
分
〜

○
場
所　

都
城
島
津
邸
、
市
役
所
周
辺

○
対
象
・
定
員　

小
学
３
〜
６
年
生
の
親
子　

10
組

○
費
用　

大
人
８
５
０
円
、
子
ど
も

７
５
０
円
（
昼
食
代
、
保
険
料
な
ど
）

○
持
参
す
る
も
の　

帽
子
、
飲
み
物

ボ
ン
パ
ク
の
子
ど
も
向
け
版
「
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ

ク
」
は
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

毎
年
夏
休
み
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
、
市
役
所
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

紹
介
。
楽
し
み
な
が
ら
、
都
城
市
の
施
設
を
探

検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※インターネットでも申し込みができます。
　詳しくは、ボンパク公式ホームページを確認ください
　https://www.my-machitan.jp/bonpaku/　

夏
休
み
は

キ
ッ
ズ

ボ
ン
パ
ク
で

遊
ぼ
う

  申 

問
７
月
３
日
㈮
〜
11
日
㈯
の
10
時
か
ら
17
時
に

ま
ち
な
か
事
務
局（
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
46

５
２
５
３
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●日時　 ７月26日㈰、８月23日㈰ 
①10時～　②14時～

●対象・定員　 小学生とその保護者　各20組 
※要申し込み

● 内容　ペットボトルを使った風鈴
●その他　 夏休み期間中は休館日を除き、さまざまな

体験ができます

● 日程・内容　 ７月26日㈰　採取と標本の作り方 
８月23日㈰　植物名前調べ

●時間　９時～12時
● 場所　緑の相談所（早水公園内）
●対象・定員　 小・中学生　20人 

※ 要申し込み。ただし、２回とも
参加できる人で、保護者同伴

●日時　 ７月30日㈭～８月１日㈯ 
①10時～　②13時30分～

● 場所　都城圏域地場産業振興センター
● 対象　市内および三股町の小学生とその保護者
●内容　陶芸教室、お菓子作り教室、みそ作り教室ほか
●参加費　1,500円

● 日時　７月18日㈯、８月15日㈯　11時～13時 
● 場所　高城地域交流センター「ベーカリーキッチンSAKURA」
● 定員　６組（６歳以上）
●参加費　2,000円（１組）※材料費含む。エプロン持参

● 日時・内容・費用
　７月19日㈰　13時30分～15時　マグカップ作り　1,200円
　８月16日㈰　13時30分～15時　メダカ鉢作り　　2,000円
●場所　陶芸工房「幸ノ陶」

●日時　８月２日㈰　９時～ 
● 場所　山之口勤労福祉センター
●対象・定員　 中学生以下　50組 

※要申し込み
●内容　端材を使った自由製作や小物入れなど
●参加費　500円

● 日程・場所 
７月29日㈬　高崎福祉保健センター 
８月２日㈰　高城郷土資料館 
８月４日㈫　山之口地区公民館 
８月６日㈭　山田地区公民館 
８月７日㈮　都城歴史資料館（都島町）
●時間　①10時～11時30分　②13時30分～15時
●対象・定員　市内の小学生　各回12人
●内容　 昔のお金づくり、カチカチ火起こし、よろい

やかぶとの試着体験 
※各回定員になり次第、締め切り
７月22日㈬～28日㈫までに
文化財課　☎23-9547

申 問

リサイクルプラザさいせい館
☎36-3900

申 問

７月17日㈮までに道路公園課　☎23-2613申 問

陶芸工房「幸ノ陶」　☎58-6150申

学校で配布する申込書に記入し、７月17日㈮まで
に都城圏域地場産業振興センター　☎38-4561

申 問

高城地域交流センター
「ベーカリーキッチンSAKURA」　☎58-2088

申 問

問

山之口地区社会福祉協議会　☎57-4577申 問

夏休み特集

戦国時代のくらし体験（無料）

親子で作ろうペットボトル風鈴（無料）

こども植物観察会（無料）

親子でものづくり体験教室

親子パン作り教室

親子陶芸体験教室

親子ふれあい木工教室

子どもたちが自由研究を行えるイベントや、楽しく過ごすための市内の施設を紹介します。

体験しよう！

作ってみよう！

● 日時　７月28日㈫　13時30分～16時
● 場所　総合社会福祉センター
●定員　 30人　※要申し込み
●内容　 盲導犬の誘導体験や、点訳・音訳体験

７月24日㈮までに点字図書館　☎26-1948申 問

ぼんちくんと学ぼう！
点字図書館わくわく塾2015（無料）
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● 日時　７月26日㈰　９時～12時
● 場所　 ［美術］中央公民館 

［書道］コミュニティセンター
●対象・定員　 小学生　各80人 

※ 要申し込み。詳しくは、市の 
ホームページで確認ください

●持参するもの　 画板、絵画用具、書道一式 
※画用紙、半紙は配布します

生活文化課　☎23-2132申 問

子ども美術・書道教室（無料）

● 日時　７月25日㈯ 　10時～12時
● 対象・定員
　 小学生とその保護者15組
　※申し込み順

紙工作で、オリジナルけん玉を作ろう。

親子工作教室（無料）
● 日時　７月25日㈯ 　11時～
● 対象　 幼児以上

納涼おはなしとんとん
読み聞かせ会（無料）

● 日時　７月19日㈰ 　10時～12時
●定員　 20人　※要申し込み
●参加費　500円

ジャンボしゃぼん玉
体験教室

● 日時　８月９日㈰ 　10時～12時
●定員　 20人　※要申し込み
●参加費　500円

液体窒素実験教室

● 日時　８月23日㈰ 　10時～12時
●定員　 20人　※要申し込み
●参加費　500円

尿素を使った実験教室

※ 全講座の詳しい内容などについては、
問い合わせください

● 日時　８月30日㈰ 　13時～21時
お天気と星空の融合

● 日時　８月12日㈬ 　22時～
ペルセウス座流星群観測会

●日時　 ７月23日㈭、８月５日㈬・ 
18日㈫・24日㈪ 
19時30分～21時30分

親子星空観察教室

● 日時　８月１日㈯ 　10時～12時
● 対象　 幼児以上
● 内容　 いわたくんちのおばあちゃん、

おじゃ丸ほか

子ども映写会（無料）

ＮＰＯ法人本の杜ゆうゆう
☎23-0962

申 問

採取した植物の名前調べをお手伝い
します。必ず採取した標本を持参く
ださい。

●日時　 ８月21日㈮・ 22日㈯ 
9時30分～16時

●対象　 小・中学生

植物名前調べ（無料）

高城図書館　☎58-4224申 問

生涯学習課　☎23-9545申 問

たちばな天文台
☎62-4936

申 問

●日時　 ８月８日㈯ 
①10時～　②14時～

● 対象　 幼児以上

トントンシアター（無料）

●日時　 ８月20日㈭ 
13時開場　13時30分開演

●場所　総合文化ホール
● 内容　  やさしいオオカミ、 

ももへの手紙 
※事前の申し込みは不要

●日時　 ７月28日㈫～８月22日㈯ 
11時～ 
※ 毎週日・月曜日、８月１日㈯・ 
13日㈭～15日㈯は休み

● 対象　 幼児以上

本の杜
もり

カフェ　
なつのおはなし会（無料）

●日時　 ８月１日㈯　13時30分～
● 対象・定員
　 幼児と小学生の保護者10組 
※要申し込み

プラバン工作（無料）

市立図書館高城図書館

ふれあい映画祭

たちばな天文台
書いてみよう！

プール情報
期間中は無休で営業します。
※天候などにより休業する場合あり

関之尾緑の村 ☎37-2929問

７月17日㈮～８月31日㈪
 ※7月17日㈮は、午後から営業

関之尾緑の村プール

観音さくらの里 ☎29-2100問
７月18日㈯～８月31日㈪
観音池公園子ども村プール

くえびこ山田 ☎64-3455問
７月18日㈯～８月23日㈰
山田かかしの里流れるプール

● 場所　 高城生涯学習センター ●場所　都城市立図書館

● 日時　８月20日㈭　19時30分～22時

伝統的七夕の夕べ
（コンサートと星空観望）
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都
城
の「
地
の
利
」

輝
き
を
増
し
た「
３
つ
の
宝
」

都
城
の
「
地
の
利
」

　

本
市
は
、
宮
崎
市
と
鹿
児
島
市
の
間

に
位
置
し
、
圏
域
の
経
済
人
口
は
23
万

人
を
超
え
て
い
て
、
陸
・
海
・
空
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
南
九
州
の
物
流

拠
点
都
市
で
す
。

　
「
陸
」
の
ア
ク
セ
ス
は
、
九
州
縦
貫

自
動
車
道
を
は
じ
め
、
５
本
の
国
道
や

主
要
地
方
道
が
整
備
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
日
豊

本
線
・
吉
都
線
の
２
本
の
鉄
道
が
走
っ

て
い
ま
す
。「
海
」
と
「
空
」
の
ア
ク

セ
ス
は
、
40
㌔
圏
内
に
国
の
重
要
港
湾

で
あ
る
宮
崎
港
と
油
津
港
、
ま
た
、
宮

崎
空
港
と
鹿
児
島
空
港
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
整
備
が
進
む
地
域
高
規
格
道

路
「
都
城
志
布
志
道
路
」
に
よ
り
、
国

際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
・
志
布
志
港
と
直

結
す
る
こ
と
で
、
そ
の
エ
リ
ア
が
世
界

に
広
が
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
他
に
も
物
流
拠
点

都
市
と
し
て
の
機
能
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
、
平
成
28
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
し
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎
線
の

山
之
口
Ｓ
Ａ
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
着
車
両
専
用

の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
も
進
め
て
い

ま
す
。

　
「
地
の
利
」
を
有
す
る
本
市
は
、
ま

さ
に
「
南
九
州
の
物
流
拠
点
都
市
」
と

し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
き
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
企
業
の
立
地
件
数
も
急
増
し

て
い
ま
す
。

九州自動車道が通り、宮崎・鹿児島空港へ
約1時間の好アクセス

第２の宝～都城の ｢地の利｣ 都城が持つ「３つの宝」を輝かせる

○都城志布志道路の早期全線開通
○山之口ＳＡスマートＩＣの早期整備

物流拠点都市・後方支援都市

都城の
「地の利」

次世代を
担う

子どもたち

Th

ree
 tre
asures of MiyakonojpTh

r nojo p宝

Ⅱ
市
で
は
、
本
市
の
持
つ
「
３
つ
の
宝
」
を
輝
か
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
前
回
は
、
一
つ
目
の
宝
「
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
」
の
取
り
組
み
内
容
と
成
果
を
紹
介

し
ま
し
た
。
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
二
つ
目
の
宝
「
都
城

の
地
の
利
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課　
☎
23ｰ

３
１
７
４

基幹産業
である
農林畜産業
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輝きを増した「３つの宝」
都城の ｢地の利｣

都
城
志
布
志
道
路

全
線
開
通
に
向
け
て

今
後
の
供
用
開
始
予
定

山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

企
業
立
地
件
数
の
急
増

　

市
で
は
、
都
城
志
布
志
道
路
整
備
・

活
用
促
進
大
会
の
開
催
や
署
名
活
動
な

ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
早
期
全
線
開

通
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
資
料
や
要
望
先
な
ど
を

見
直
し
、
よ
り
効
果
的
な
要
望
活
動
を

継
続
し
て
実
施
。
そ
の
結
果
、
平
成
27

年
度
の
事
業
費
は
前
年
度
比
２
・５
倍

と
大
幅
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
県
境
部
分
の
約
５
・

６
㌔
が
新
規
事
業
区
間
と
し
て
認
可
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
中
に
は
、
梅

北
Ｉ
Ｃ
〜
金
御
岳
Ｉ
Ｃ
間
が
供
用
開
始

予
定
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
中
に
は
、

平
塚
Ｉ
Ｃ
〜
南
横
市
Ｉ
Ｃ
間
が
供
用
開

始
予
定
で
す
。
都
城
志
布
志
道
路
は
、

全
線
開
通
に
向
け
て
、
整
備
が
着
実
に

進
展
し
て
い
ま
す
。

　

山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
早

期
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
が
着
実
に

進
ん
で
い
て
、
平
成
28
年
度
中
に
供
用

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
新
規
購

入
費
用
お
よ
び
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
総
合
政
策
課
（
☎
23

２
１
１
５
）に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

都
城
志
布
志
道
路
、
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
整
備
の
推
進
に
よ

り
、
都
城
の
「
地
の
利
」
の
魅
力
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
の
動
き
に
敏
感
な
民
間
企

業
か
ら
の
市
に
対
す
る
引
き
合
い
が
急

増
し
て
い
て
、
平
成
23
年
度
に
比
べ
、

平
成
26
年
度
中
の
企
業
立
地
数
は
約
３

倍
と
な
り
ま
し
た
。

Th

ree
 tre
asures of MiyakonojpTh

r nojo p宝

Ⅱ

◎都城志布志道路～ 事業費の大幅な増加！

5

10

15

20

25

30

H23

7.1

H24

6.8

H25

5.0

H26

10.0

H27 （年度）

（億円）

25.0

0

2.5倍（15億円増）
（H26→H27）

［H27当初予算の大幅な伸び（対前年度）］

事業費（全国）  0.0％（横ばい）
　〃　（九州地方整備局管内） ▲0.04％（微減）

都城志布志道路・国直轄予算
（大幅増）

150％

※事業費は、当初予算ベース

5倍（20億円増）
（H25→H27）

◎山之口SAスマートIC～ 着実な整備の進展！

○山之口 SAスマート ICの整備決定
・平成25年 6月連結許可

平成25年度

○山之口 SAスマート IC利活用事業
ETCセットアップ補助の開始

平成26年度

○山之口 SAスマート ICの整備決定 ……… １億 5,180万円
○山之口 SAスマート IC利活用促進事業 ………… 544万円 

山之口 SAスマート IC完成予想図

市民および事業者が、ETC車載器を新たに購入して取り付けた場合、
ETC車載器購入費用およびセットアップに要した経費の一部を補助（上限 5,000 円）
～三股町との連携事業～

平成 27年度
用地取得・補償業務
道路改良工事

平成 28年度

平成27年度

準備委員会設立
（H19）から7年

平成28年度中
供用開始予定

◎「地の利」の拡大～ 企業立地の急増！

2

4

6

8

10

14

12

H23 （年度）

（件）

都城市内の企業立地件数　※（　）内は県内全体

5
（29）

H24

6
（35）

H25

10
（31）

H26

13
（40）

県内第１位

県内第１位
（2年連続）

0

約3倍
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■一般会計および特別会計の状況■企業会計（水道事業）の状況

※市債残高は、平成26年度末時点の決算見込み額です

市
で
は
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
27
年
３
月
31

日
時
点
の
平
成
26
年
度
予
算
額
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
つ
い
て
】 

財
政
課 

☎
23ｰ

２
１
１
３

【
企
業
会
計
（
水
道
事
業
）
に
つ
い
て
】 

水
道
局
業
務
課 

☎
23ｰ

４
５
１
０

平
成
26
年
度

　

市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
の
３
つ
か
ら
成
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
仕
事
自
体
に
収
益
（
使
用
料
）

が
あ
り
、
そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独

立
採
算
制
の
会
計
で
、
水
道
事
業
が
こ

れ
に
該
当
し
ま
す
。

　

市
が
行
う
仕
事
の
中
心
と
な
る
部
分

の
会
計
で
す
。
小
中
学
校
の
校
舎
改
修

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
ご
み
の
収

集
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
使
わ
れ
て

い
て
、
市
税
な
ど
が
主
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
定
の
収
入
（
保
険
税
や
使
用
料
な

ど
）
で
、
そ
の
仕
事
の
支
出
を
賄
う
会

計
で
す
。
介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
、
14
事
業
が
特
別
会
計

に
該
当
し
ま
す
。

企
業
会
計
と
は

一
般
会
計
と
は

特
別
会
計
と
は

※  新会計基準の導入により特別損失が新たに 5 億
6,687 万円計上されたことから、前年度比 5 億
2,619 万円減の 3 億 5,174 万円の純損失ですが、
未処分利益剰余金で補てんします。また、資本的収
支の不足額 5億 6,062 万円は、積立金および内部留
保金などで補てんします

給水戸数  71,899 戸
給水人口 155,337 人
普及率 92.0％
配水量 1,824 万㎥

市
の
財
政
の
３
つ
の
柱

　市の借金である市債残高は、平成27年３月31
日時点で、一般会計・特別会計合わせて1,070
億4,485万円となっています。
　この残高には、国がその償還について地方交
付税に算入する交付税措置額719億3,906万円
が含まれていて、この額を差し引いた351億
579万円が市の実質負担額となります。

市債には、交付税の措置があります
ワンポイント

市
の
財
政
状
況

会計名 予算額 市債残高

一般会計 804億9,714万円 792億7,417万円

特
別
会
計

食肉センター 1億3,252万円 5億8,780万円

下水道事業 30億1,803万円 211億3,560万円

国民健康保険 220億4,778万円 －

後期高齢者医療 20億　304万円 －

公設地方卸売市場事業 4,662万円 8,791万円

農業集落下水道事業 5億9,453万円 39億8,767万円

整備墓地 3,339万円 2億　930万円

工業用地造成事業 9億　617万円 5億5,290万円

介護保険 164億7,800万円 －

御池簡易水道事業 1億5,733万円 3億1,675万円

簡易水道事業 4億　169万円 8億7,465万円

電気事業 2,879万円 1,810万円

山之口総合交流活性化センター 3,521万円 －

高城健康増進センター等管理事業 1億5,786万円 －

特別会計合計 460億4,096万円 277億7,068万円

総合計 1,265億3,810万円 1,070億4,485万円

収益的収支
給水収益やサービス提供に
要する経費など

収　入 23億　761万円

支　出 26億5,935万円

純損失 ▲3億5,174万円

資本的経費
水道施設の整備、
水道管の入れ替え経費など

収　入 5億6,845万円

支　出 11億2,907万円

企業債残高 91億8,139万円

交付税措置額
719億3,906万円

市の実質負担額
351億579万円



市税
183億8,187万円

23.0% 民生費
277億6,807万円

34.5%

その他
33億9,588万円

4.1%

総務費
110億981万円
13.7%

衛生費
102億3,581万円

12.7%

公債費
81億7,757万円

10.2%

土木費
66億5,239万円

8.3%

教育費
51億3,617万円

6.4%

農林水産業費
36億4,200万円

4.5%

商工費
44億7,944万円

5.6%

諸収入
25億8,669万円

3.0%分担金及び
負担金ほか
80億2,840万円

10.0%

地方消費税
交付金ほか
31億71万円
4.0%

県支出金
54億3,260万円

7.0%

市債
105億9,773万円

13.0%

国庫支出金
122億6,857万円

15.0%

地方交付金
201億57万円
25.0%

自主財源
36.0％
自主財源
36.0％

依存財源64.0％依存財源64.0％

歳 入歳 入 歳 出歳 出
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一般会計　歳入歳出予算総額 804億9,714万円

【
歳
入
】

■ 

地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得

税
や
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、

た
ば
こ
税
の
一
部
を
、
一
定
の
基

準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

■ 

市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
や
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

■ 

国
・
県
支
出
金
／
特
定
目
的
事
業

の
財
源
と
な
る
国
や
県
の
補
助
金

な
ど

■ 

市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

■ 

繰
入
金
／
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

基
金
な
ど
の
会
計
間
で
や
り
と
り

す
る
資
金

【
歳
出
】

■ 

民
生
費
／
高
齢
者
、障
が
い
者
、児

童
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業
経
費

■ 

総
務
費
／
選
挙
や
戸
籍
、
税
務
、

市
庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

■ 

公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め

の
経
費

■ 

農
林
水
産
業
費
／
農
業
や
林
業
な

ど
の
経
費

■ 

土
木
費
／
道
路
や
公
園
整
備
、
住

宅
管
理
な
ど
の
経
費

■ 

教
育
費
／
教
育
や
文
化
財
保
護
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

■ 

衛
生
費
／
清
掃
、
保
健
衛
生
な
ど

の
経
費

市が自主的に収入できる財源は 36.0％で、残りは
地方交付税や国・県支出金、市債などに依存してい
ます。（％は歳入総額に占める割合です）

高齢者や児童などの福祉に使う民生費が増加し、全
体の34.5％を占めています。今後もこの傾向は続く
と予想されます。（％は歳出総額に占める割合です）

用
語
解
説

■都城市の家計簿
市の財政を月額20万円の家計に例えると…

項　目 金　額 割　合

給料（市税など） 68,532円 34.2％

パート収入（国庫支出金など） 43,980円 22.0％

父母からの仕送り（地方交付税） 49,941円 24.9％

前月からの繰越金（繰越金） 3,104円 1.6％

預金の取り崩し（繰入金） 8,112円 4.1％

ローン借り入れ（市債） 26,331円 13.2％

合　計 200,000円 100.0％

項　目 金　額 割　合

食費（人件費） 27,983円 14.0％

医療費・保育料（扶助費） 43,637円 21.8％

住宅ローン返済（公債費） 20,318円 10.2％

光熱水費、日用雑貨など（物件費） 22,392円 11.2％

預貯金（積立金） 10,030円 5.0％

家の修理、車の購入など
（投資的経費、維持補修費） 37,970円 19.0％

子どもへの仕送りなど
（繰出し金、貸付金、補助費など） 37,670円 18.8％

合　計 200,000円 100.0％

収　入

支　出
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国保の加入対象者

国
民
健
康
保
険（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
治
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
っ
て
支
え
あ
う
保
険
制
度
で
す
。

国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、医
療
費
の
節
減
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

☎
23ｰ

２
１
２
７

私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険
制
度

　
国
保
は
、健
康
保
険
制
度
の
一
つ
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
職
場
の
健
康

保
険
（
社
会
保
険
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

を
除
き
、
全
て
の
人
が
加
入
す
る
保
険

制
度
で
す
。

　
国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、
14
日
以
内
に
保
険
年
金

課
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
年
度
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か

ら
、
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金

と
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引

い
た
額
が
、
保
険
税
の
総
額
で
す
。
こ

れ
を
世
帯
ご
と
の
加
入
者
数
や
、
所
得

な
ど
に
応
じ
て
公
平
な
負
担
に
な
る
よ

う
保
険
税
を
算
出
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
税
は
届
け
出
を
し
た
月

で
は
な
く
、
国
保
の
被
保
険
者
と
な
っ

た
月
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
証
が
な

い
た
め
、
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
医
療
保
険
に

入
っ
た
と
き
に
脱
退
の
届
け
出
を
し
な

い
と
、
保
険
税
（
料
）
を
二
重
に
支
払

う
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
内
で
転
居
し
て
住
所
が
変

わ
っ
た
り
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
り
し

た
と
き
な
ど
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
か
ら
病

院
な
ど
へ
支
払
わ
れ
る
医
療
給
付
の
費

用
も
増
え
ま
す
。
給
付
が
増
え
る
と
そ

の
増
額
分
を
補
う
た
め
、
保
険
税
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
医
療

費
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
医
療
費
節
減
の
ポ
イ
ン
ト

・ 

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適
度
な
運
動
・

栄
養
・
休
養
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
り

ま
し
ょ
う

・ 

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
、
病

気
の
早
期
発
見
や
治
療
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う

・ 

休
日
・
時
間
外
診
療
は
、
緊
急
時
な

ど
を
除
き
避
け
ま
し
ょ
う

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

・ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
と
き
は

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

保
険
税
の
仕
組
み

届
け
出
が
遅
れ
る
と

医
療
費
が
増
え
る
と

知
っ
て
く
だ
さ
い 

国
保
の
こ
と

●
国
保
に
加
入
す
る
場
合

・ 

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た

と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

・ 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

※ 

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
国
保
へ
の

加
入
は
不
要
で
す

●
国
保
を
脱
退
す
る
場
合

・
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と
き

・ 

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・ 

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き

◎ 

農
林
業
を
営
ん
で

い
る
人

◎
自
営
業
の
人

◎ 

退
職
し
て
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め

た
人

◎ 

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
て
、
職

場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
人

◎ 

３
カ
月
を
超
え
て

日
本
に
滞
在
す
る

こ
と
を
認
め
ら
れ

た
外
国
籍
の
人
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【
国
民
健
康
保
険
】

　

次
の
①
②
の
認
定
証
の
更
新
手
続
き

を
８
月
３
日
㈪
か
ら
、
保
険
年
金
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
（
70
歳
未

満
で
慢
性
腎
不
全
の
人
）
は
手
続
き
不

要
で
す
。
な
お
、
新
し
い
受
療
証
は
、

７
月
末
日
ま
で
に
発
送
し
ま
す
。

① 

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証

　

同
一
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
（
擬
制
世
帯
主
含
む
）
全
員
の
平
成

27
年
度
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
国
民

健
康
保
険
加
入
者

②
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

　

①
以
外
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

70
歳
未
満
の
人

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
現
在

お
持
ち
の
認
定
証
、世
帯
主
の
印
鑑（
ス

タ
ン
プ
式
を
除
く
）

※ 

代
理
の
人
で
も
手
続
き
は
可
能
で
す

が
、
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明

す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
持
っ

て
い
る
人
で
、
対
象
と
な
る
人
に
は
、

新
し
い
認
定
証
を
７
月
末
日
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。

各
種
認
定
証
の
更
新

知ってください国保のこと私たちの健康を支える国民健康保険制度

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

住
所
や
氏
名
、
生
年
月
日
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
１
日
以
降

に
病
院
な
ど
を
受
診
す
る
と
き

は
、
新
し
い
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
要
と
な
っ
た
保
険
証
は
、
処
分

す
る
か
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※  

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65
歳
〜

74
歳
の
人
を
含
む
75
歳
以
上
の

人
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
に
つ
い
て
は
、
負
担
割
合

が
変
更
に
な
っ
た
人
に
の
み
、

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
兼
高
齢
受
給
者
証
）
の
有
効
期

限
は
、
原
則
、
平
成
28
年
７
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　

ま
た
、後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
も
平
成
28
年

７
月
31
日
ま
で
で
す
が
、
次
の
人

は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
69
歳
の
人

　

　

 

70
歳
の
誕
生
月
の
末
日
（
１
日

生
ま
れ
の
人
は
誕
生
日
の
前
日

ま
で
）

●
74
歳
の
人

　
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

●
退
職
被
保
険
者
で
64
歳
の
人

　
65
歳
の
誕
生
月
の
末
日
（
１
日

生
ま
れ
の
人
は
、
誕
生
日
の
前
日

ま
で
）

※ 

保
険
税
の
未
納
が
あ
る
人
は
、

有
効
期
限
が
短
い
保
険
証（
短

期
証
）に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に

発
送
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限

負
担
割
合

区　
　

分

負
担
割
合

発
行
さ
れ
る
保
険
証
な
ど

小
学
校
入
学
前

２
割

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

小
学
校
入
学
後
〜
70
歳
未
満

３
割

70
歳
以
上

75
歳
未
満

※
現
役
並
み
所
得
者

３
割

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証

現
役
並
み

所
得
者
以
外

昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

１
割

昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

２
割

75
歳
以
上
※
現
役
並
み
所
得
者

３
割

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

現
役
並
み
所
得
者
以
外

１
割

※ 

現
役
並
み
所
得
者
で
、
前
年
の
収
入
が
一
定
基
準
以
下
の
人
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
１

割
（
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）・
２
割
（
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
）
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
７
月
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

国民健康保険被保険者証

記号番号

氏　　名

生年月日

資格取得年月日

交付年月日

住　　所

世帯主氏名

保険者番号

○○○○○○○○
都城　花子
昭和□□年□□月□□日
平成□□年□□月□□日
平成 27 年 8 月 1 日

都城市○○○町○○○○番地○○

都城　太郎
　　 4 5 0 2 3

有効期限　平成 2 8年　7月3 1日

性別　女

保険者名　都城市
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Miyakonojo city topics

　

地
域
の
史
跡
な
ど
を
巡
り
歴
史
を
学
ぶ

庄
内
小
学
校
の
史
跡
学
習
会
が
５
月
22
日
、

庄
内
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
庄
内
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、
子
ど
も
ら
に
地

域
に
伝
わ
る
歴
史
や
ふ
る
さ
と
の
逸
話
な

ど
を
伝
え
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

し
て
も
ら
お
う
と
学
習
会
に
同
行
。
同
協

議
会
会
員
ら
が
、
地
域
の
お
寺
や
神
社
に

ま
つ
わ
る
歴
史
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、

町
内
を
一
緒
に
散
策
し
ま
し
た
。
長
谷
そ

ら
さ
ん
（
５
年
）
は
「
史
跡
を
巡
っ
て
、

昔
の
人
の
生
活
風
景
や
ま
ち
の
歴
史
が
分

か
っ
た
。
学
習
会
で
聞
い
た
こ
と
を
、
家

族
に
も
教
え
た
い
」
と
、
ふ
る
さ
と
の
歴

史
に
興
味
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
き
れ
い
な
水
を
守
る
意
識

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
５
月
14
日
、
横
市
川

で
水
環
境
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
和

小
学
校
の
６
年
生
ら
68
人
が
参
加
。
児
童
ら

は
、水
の
に
お
い
や
透
明
度
を
確
認
し
た
り
、

川
に
入
っ
て
ト
ビ
ケ
ラ
な
ど
の
水
生
生
物
の

生
息
状
況
を
観
察
し
た
り
し
て
、
水
資
源
の

大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
巡
る

恵
ま
れ
た
水
資
源
を
実
感

　

南
九
州
大
学
の
学
生
と
地
域
住
民
と
の
交

流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
５
月
23
日
、
同
大

学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
応
援
団

｢

か
た
ら
ん
花｣

の
呼
び
掛
け

に
約
40
人
が
参
加
。
学
生
ら
は
地
域
の
人
と

一
緒
に
大
学
周
辺
の
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し

た
後
、
手
づ
く
り
の
が
ね
や
み
そ
汁
な
ど
を

食
べ
な
が
ら
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

お
な
か
も
満
た
す
地
域
交
流

　

ジ
バ
セ
ン
ミ
ニ
マ
ル
シ
ェ
が
５
月
24
日
、

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
パ
ン
や
地
域
の
食
材
を
使
っ

た
お
や
つ
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
ら
が
来
場
。
ま
た
、
パ
ン
食
い
競
争
や

あ
め
食
い
競
争
な
ど
、
昔
懐
か
し
い
競
技
の

運
動
会
も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
ら
は
童
心
に

帰
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

童
心
に
帰
っ
て
汗
流
す

　

都
城
農
業
高
校
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
の

生
徒
た
ち
が
企
画
・
開
発
し
た
ぼ
ん
ち
プ

リ
ン
の
販
売
開
始
式
が
５
月
22
日
、
市
内

の
菓
子
店
「
ま
ー
る
茶
房
（
志
比
田
町
）」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
ら
の
農
産
物
加

工
技
術
や
経
営
的
な
視
点
を
培
う
目
的
で
、

地
元
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
新
し
い

加
工
品
と
し
て
考
案
し
た
同
商
品
。
加
工

業
者
な
ど
に
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
完
成
し
ま
し
た
。
木き

下し
た

成

美
さ
ん
（
３
年
）
は

｢

子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、
舌
触
り

の
滑
ら
か
さ
と
食
感
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
ほ
し
い
で
す｣

と
自
慢
の
逸
品
の
出
来
栄
え
に
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
笑
顔
誘
う
新
商
品

庄内小学校史跡学習
会

ぼんちプリン商品販
売開始

ジバセンミニマルシ
ェ

身近な水環境に関す
る学習会

おはよう目覚まし朝
ごはん
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口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が

発
生
し
た
際
の
対
応
力
の
向
上
を
図
ろ
う

と
、
作
業
に
従
事
す
る
職
員
を
対
象
に
し

た
家
畜
防
疫
研
修
会
が
５
月
28
日
、
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
職
員
な

ど
関
係
者
ら
２
５
０
人
が
参
加
。
参
加
者

ら
は
、
防
疫
班
や
消
毒
ポ
イ
ン
ト
班
な
ど

の
業
務
ご
と
に
作
業
手
順
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
作
業
前
に
行
う
健
康
診

断
や
、
防
護
服
の
着
脱
方
法
な
ど
が
実
演

さ
れ
、
汚
染
部
分
に
触
れ
な
い
な
ど
の
注

意
点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
都
城

家
畜
保
健
衛
生
所
の
担
当
者
が
、
近
隣
諸

国
に
お
け
る
家
畜
伝
染
病
の
現
状
を
説
明

し
、
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

認
知
症
徘
徊
者
を
保
護
す
る
訓
練
が
５
月

31
日
、
松
之
元
自
治
公
民
館
（
都
北
町
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
公
民
館
に
加
入
す
る
約

３
０
０
人
が
参
加
。
徘
徊
者
の
特
徴
が
連
絡

網
で
伝
え
ら
れ
、
班
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
箇

所
を
捜
索
す
る
訓
練
を
実
施
。
捜
索
手
順
の

確
認
と
併
せ
て
、
暗
が
り
や
空
き
家
、
水
路

な
ど
危
険
箇
所
の
点
検
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
畜
防
疫
の
重
要
性
を
再
確
認

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

歯
と
口
の
健
康
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

｢

お

口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

が
６
月
６
日

と
７
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
来
場

し
、歯
や
口
の
健
康
に
関
す
る
無
料
相
談
や
、

歯
科
医
師
の
仕
事
な
ど
を
体
験
。
親
子
で
楽

し
み
な
が
ら
、
歯
と
口
の
健
康
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
歯
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
主
催
の
大

淀
川
上
流
域
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
６
月
６
日
、

沖
水
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
親
子

連
れ
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。
参
加
者
ら

は
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
を
拾

い
、
河
川
敷
を
清
掃
し
ま
し
た
。
枩ま

つ
し
た下
信
芳

会
長
は
「
川
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
き

れ
い
に
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
大
淀
川
を
取
り
戻
そ
う

　

五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
願
う
お
田
植
え
祭
り
が
６

月
６
日
、東つ

ま

霧
島
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
戸
中
期
ご
ろ
に
始
ま
り
、
戦
争
で
中
断

し
た
も
の
の
、
平
成
元
年
に
地
元
有
志
ら

が
復
活
さ
せ
た
祭
り
に
、
高
崎
小
学
校
の

児
童
ら
約
20
人
が
参
加
。
大
牟
田
保
育
園

の
園
児
ら
に
よ
る
神
楽
が
披
露
さ
れ
、
鍬く

わ

を
持
っ
た
２
人
の
男
の
子
が
田
お
こ
し
と

代
か
き
を
奉
納
。
そ
の
後
、
か
す
り
の
着

物
に
赤
い
た
す
き
姿
の
早
乙
女
ら
が
、
赤

米
の
苗
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
植
え
て
い
き

ま
し
た
。
宮み

や

ら

そ

の

か

良
苑
花
さ
ん（
４
年
）は｢

泥

が
冷
た
く
て
気
持
ち
良
か
っ
た
。
一
つ
ず

つ
植
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す｣

と
汗

を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま
す
よ
う
に

家畜防疫研修会

東霧島神社お田植え
祭り

松之元自治公民館認知症
徘徊保護訓練

大淀川クリーン作戦

お口の健康フェステ
ィバル


